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２
期
目
に
就
任
し
て

会
長　

矢
吹　

安
子

（
昭
42　

家
政
部
卒
）

　

令
和
元
年
６
月

15
日（
土
）、隔
年

に
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、第
３
代

目
２
期
目
の
同
窓

会「
湖
風
会
」会
長
に
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。

　

１
代
目
種
橋
会
長
、２
代
目
岡
田
会
長

を
は
じ
め
役
員
・
評
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
の
お
か
げ
で
、滋
賀
県
立
大
学
同
窓

会「
湖
風
会
」は
、設
立
し
て
13
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。短
期
大
学
・
県
立
大
学
の
卒
業

生
が
巣
立
ち
、約
2
万
8
，5
0
0
名
の
大

組
織
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
あ
る
私
た
ち

の「
湖
風
会
」は
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、大

学
間
の
競
争
も
激
し
く
な
る
な
か
、本
学

も
さ
ら
に
魅
力
あ
る
大
学
へ
と
改
革
の
舵

を
切
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、学
生
募
集
、

学
生
支
援
、就
職
支
援
、交
流
支
援
等
、ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。本

学
と
密
接
に
連
携
し
、本
学
の
魅
力
を
多

方
面
へ
発
信
し
な
が
ら
、誇
れ
る
大
学
づ

く
り
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
・
30
年
度
３
月
に
は
、滋
賀
県
立

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
学
位
記
授

与
式
が
挙
行
さ
れ
、同
窓
会「
湖
風
会
」会

長
と
し
て
出
席
い
た
し
ま
し
た
。真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、凛
と
し
た
表
情

の
皆
さ
ん
や
華
や
か
な
袴
姿
の
女
子
学
生

達
。様
々
な
国
の
民
族
衣
装
も
目
に
留
ま

り
ま
し
た
。「
国
際
通
用
性
の
あ
る
知
と
実

践
力
を
そ
な
え
た
人
が
育
つ
大
学
」を
め

ざ
す
本
学
が
力
を
入
れ
て
い
る
国
際
交

流
・
留
学
へ
の
取
組
が
実
を
結
ん
で
い
る

と
実
感
す
る
式
典
で
し
た
。

　

ま
た
、平
成
30
・
31
年
度
４
月
に
は
、彦

根
市
文
化
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
入
学
式
が
行

わ
れ
私
も
参
列
い
た
し
ま
し
た
。グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ル
に
新
入
生
と
保
護
者
・
そ
の
関

係
者
の
皆
さ
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。新
し
い
学
生
生
活
へ
の
夢
と
不
安
が

交
差
す
る
厳
粛
な
雰
囲
気
の
式
典
で
し
た
。

　

同
窓
会「
湖
風
会
」と
し
て
、大
学
と
は
、

年
に
１
回
学
長
を
は
じ
め
教
授
・
職
員
の

皆
さ
ん
と
現
在
の
大
学
の
近
況
と
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、皆
さ
ん
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
、細
や
か
な
会
話
の
中
か
ら

一
層
大
学
の
内
情
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

ま
た
、工
学
部
同
窓
会
で
は
、大
学
支
援

活
動
と
し
て
教
授
・
学
生
が
と
も
に
企
業

訪
問
を
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、同
窓
会「
湖
風
会
」は
、平
成
30

年
度
に
は
ク
ラ
ス
会
28
件
、同
好
会
３
件

が
開
催
さ
れ
、お
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
や
小
旅
行
に
出
か
け
た
り
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、思
い
出
話
に
花
が
咲

き
、明
る
い
笑
い
声
が
響
き
ま
す
。

　

今
後
、同
窓
会
活
動
の
在
り
方
、大
学
と

の
連
携
を
含
め
た
議
論
を
展
開
し
て
い
か

ね
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。大
学
・
学
生
・

同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
よ
り
密
接
に
連
携
し
、

そ
の
輪
が
大
き
く
拡
が
っ
て
い
く
一
助

に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
も

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
改
善
し
、今
後
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
る
滋
賀
県
立
大
学
同
窓
会「
湖
風

会
」を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
、そ

し
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

滋
賀
県
立
大
学
学
長
挨
拶

　

理
事
長
・
学
長　

葊
川　

能
嗣

　

湖
風
会
の
皆
様

に
は
、日
頃
よ
り

大
学
の
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
度
か
ら
向
こ
う
６
年
間
の

第
３
期
中
期
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。ま

た
、世
界
共
通
の
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
、昨
年
度“
滋
賀
県
立
大

学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
”を
行
い
、地
域
の
拠
点

化
を
目
指
し
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、こ
の
場
を
お
借
り
し
、新
し
い
令
和

の
時
代
を
迎
え
て
、本
学
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
計
画
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
中
期
計
画
は
、滋
賀
県
立
大
学
将

来
構
想
の“
U
S
P 

2
0
2
5
ビ
ジ
ョ

ン
”に
基
づ
き
、「
地
域
貢
献
大
学
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
」と「
国
際
通
用
性
の
あ

滋
賀
県
立
大
学
同
窓
会
報
　
第
七
号
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る
知
と
実
践
力
を
そ
な
え
た
人
が
育
つ
大

学
」を
目
指
し
た
、５
本
の
大
き
な
柱
で
構

成
さ
れ
た
プ
ラ
ン
で
す
。

　

第
１
の
柱 

の“
教
育
”で
は
、世
界
を
視

野
に
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
を
進
め

ま
す
。ま
た
、第
２
の
柱
で
あ
る“
研
究
”で

は
、琵
琶
湖
モ
デ
ル
構
築
、健
康
寿
命
延
伸
、

地
域
課
題
解
決
の
３
つ
を
戦
略
的
な
課
題

と
位
置
付
け
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
研
究
を
推
進
し
ま
す
。第
３

の
柱
の“
地
域
貢
献
”は
、こ
れ
か
ら
の
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
て
地
域
人
材
育
成

や
生
涯
教
育
拠
点
の
機
能
強
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、学
生
の
さ
ら
な
る
地
元
定
着

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
４
の
柱
は“
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
”で

す
。広
報
を
戦
略
的
に
進
め
、本
学
の
認
知

度
を
も
っ
と
高
め
て
、滋
賀
県
大
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。こ
れ
に
は
、車

の
両
輪
で
あ
る
同
窓
会
と
大
学
と
の
連
携

が
必
須
と
考
え
ま
す
が
、素
晴
ら
し
い
援

軍
が
現
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、卒
業
生
と
在

学
生
と
が
コ
ラ
ボ
し
て
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ビ
デ
オ「
カ
モ
ベ
イ
ベ
ー
」を
作
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。若
者
目
線
で
、ユ
ー
モ
ラ
ス

に
本
学
の
素
晴
ら
し
さ
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
５
の
柱
は“
戦
略
的
大
学
経
営
”で
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
、柔
軟
な
教
育
研
究
組
織
へ
変
革
す

る
と
と
も
に
、デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略

的
な
大
学
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
本
学
開
学
25
周
年
を
迎

え
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も「
地
域
に
根
差
し
、

地
域
に
学
び
、地
域
に
貢
献
す
る
」大
学
と

し
て
、次
の
四
半
世
紀
の
飛
躍
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
、卒
業
生
の
皆
さ
ん
や
地
域

の
方
々
を
始
め
、学
生
や
教
職
員
な
ど
、関

係
者
全
員
が
誇
り
と
す
る
大
学
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
湖
風
会
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

通
常
総
会
開
催
結
果

　

令
和
元
年
度
の
湖
風
会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

日
時　

令
和
元
年
６
月
15
日
13
時
30
分
～

場
所　

湖
風
会
館 

Ａ
７−

1
0
2
教
室

出
席
者

　

会
員
87
名　

委
任
状
445
名　

計
532
名

来
賓　

滋
賀
県
立
大
学
理
事
長
・
学
長

　
　
　

葊
川　

能
嗣
様

　
　
　

同　

学
生
・
就
職
支
援
Ｇ
課
長

　
　
　

澤
村　

治
男
様

　
　
　

司
会　

阿
閉　

順
子
氏

　
　
　

議
長　

安
田
佐
登
志
氏

議
案
審
議

　

議
案
第
１
号　

�

平
成
29
・
30
年
度
事
業
報
告

　

議
案
第
２
号　

�

平
成
29
・
30
年
度
収
支

決
算
書
・
監
査
報
告

　

議
案
第
３
号　

令
和
元
年
度
役
員
改
選

　

議
案
第
４
号　

令
和
元
年
度
活
動
計
画

　

議
案
第
５
号　

令
和
元
年
度
収
支
予
算

　

矢
吹
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、葊
川
理
事

 

委
員
会
の
活
動
報
告

総
務
委
員
会

　

湖
風
会
の
執
行
機
関
と
し
て「
役
員
会
」

が
あ
り
、当
会
の
活
動
計
画
や
予
算
・
決
算
、

大
学
と
の
連
携
活
動
、会
則
に
付
帯
す
る

細
則
や
規
程
な
ど
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、役
員
会
の
運
営
を
効
果

的
に
行
い
積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
た

め
設
置
さ
れ
、会
長
お
よ
び
学
部
同
窓
会

の
代
表
、会
計
の
７
名
、事
務
局
担
当
者
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
会
へ
の
提
出
案
件
や
当
会
の
運
営

に
つ
い
て
の
課
題
な
ど
の
事
前
協
議
、ま

た
専
門
委
員
会
や
各
学
部
・
支
部
の
情
報

収
集
や
連
携
強
化
策
な
ど
を
中
心
に
協
議

し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
役
割
は
、事
務
局
運
営
の

円
滑
化
と
組
織
の
縦
軸
・
横
軸
を
つ
な
ぐ

総
合
調
整
機
能
を
果
た
す
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

長
・
学
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。各
議
案
に
つ
い

て
は
、担
当
役
員
か
ら
提
案
説
明
の
後
、

各
々
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
、再
任
の
矢

吹
会
長
か
ら
の
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
終
了
後
、本
学
地
域
文
化
学

科
中
井
均
教
授
に「
近
江
の
山
城
を
探
る
」

の
演
題
で
特
別
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、人
間
看
護
学
部
棟
ナ
シ
ェ
リ
ア

で
懇
親
会
が
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
や
ご
意
見
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
当
会

の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
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表1　会　計　報　告
Ⅰ 一般会計� （単位：円） Ⅱ 「湖風会」

〔旧単位同窓会寄付金〕特別会計
（平成29・30年度）� （単位：円）

科　目 収　入 残　金
前年度繰越金
　特別会計分 10,000,000 10,000,000
　会館建設費残金 7,902,262 17,902,262
利息 136 17,902,398

合　　計 17,902,398 17,902,398

Ⅲ 湖風会館修繕積立金会計
（平成29・30年度）� （単位：円）

科　目 収　入 残　金
前年度繰越金 800,177 800,177
積立金 400,000 1,200,177
利息 18 1,200,195

合　　計 1,200,195 1,200,195

表２　　令　和　元　年　度　　役　員　改　選　　就　任　者
所属学部支部 役員名（卒業年）　　◎会長　○副会長　△地域・学部支部長

環 境 科 学 部 △日置靖男（S42）	 　大川俊一（S43）	 ○植田儀一郎（S45）	 △寺脇文子（S45）	 △田中靖志（S49）	 　松井傳夫（S55）
　伊垣剛（H6）	 ○小林匡哉（H17）	 　岸本希実洋（H21）	 　柳沼勇多（H23） 

工 学 部 ○△松下恭明（S40）	 長谷正勝（S40）	 　大森晢夫（S41）	 　中村正豊（S51）
人間文化学部 ◎矢吹安子（S42）	 　辻ひとみ（S42）	 　早川幸代（H1）	 　阿閉順子（H8）	 ○戸田雄一（H14）	 　邊見将史（H22）
人間看護学部 ○中川富美江（S48）	 　田中郁子（S50）	 　五坪千恵子（S53）	 　古川光子（S54）	 　川合小百合（S57）	 　馬場文（H22）

監 事 　高瀬藤一郎（農業S39）		  　安部八重子（家政S43）
（事務局員　竹内順子　中村あや子）

平成29・30年度　収支決算
収入の部

収入科目 平成29年度決算額 平成30年度決算額
会 費 収 入 6,520,000 5,980,000
雑 収 入 84,685 64,999
収 入 の 部 小 計 6,604,685 6,044,999
前 年 度 繰 越 金 11,322,840 10,055,815
収 入 の 部 合 計 17,927,525 16,100,814
支出の部

支出科目 平成29年度決算額 平成30年度算額
一 般 経 費 1,296,946 1,069,582
設 備 費 272,160 259,200
事 務 管 理 費 1,790,477 1,785,528
委 員 会 活 動 費 2,849,263 77,020
支 部 活 動 費 782,940 722,880
活 動 助 成 金 310,000 310,000
会館維持管理費 319,924 287,592
会館修繕積立金 200,000 200,000
そ の 他 50,000 206,118
支 出 の 部 小 計 7,871,710 4,917,920
次 年 度 繰 越 金 10,055,815 11,182,894
支 出 の 部 合 計 17,927,525 16,100,814

令和元年度　収支予算
収入の部

収入科目 令和元年度予算額
会 費 収 入 6,520,000
雑収入・繰入金 1,250,195
収 入 の 部 小 計 7,770,195
前 年 度 繰 越 金 11,182,894
収 入 の 部 合 計 18,953,089
支出の部

支出科目 令和元年度予算額
一 般 経 費 1,290,000
設 備 費 250,000
事 務 管 理 費 1,840,000
委 員 会 活 動 費 2,750,000
支 部 活 動 費 758,000
活 動 助 成 金 400,000
会館維持管理費 400,000
そ の 他 200,000
支 出 の 部 小 計 7,888,000
次 年 度 繰 越 金 11,065,089
支 出 の 部 合 計 18,953,089

で
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
昭
45　

農
業
部
卒 

植
田
儀
一
郎
）

名
簿
管
理
委
員
会

生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

平
成
29
年
卒
業
生
か
ら
生
涯
メ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
を
導
入
し
、ア
ド
レ
ス
の
管
理
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

会
員（
す
で
に
卒
業
し
た
同
窓
生
）の
皆

さ
ん
に
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
加
入
募
集

を
行
う
も
加
入
者
は
少
な
く
残
念
で
す
が
、

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
ご
加
入
下

さ
い
。

　

現
在
、約
２
，０
０
０
名
の
加
入
者
が
お

ら
れ
ま
す
。そ
の
方
々
に
定
期
配
信
と
し

て
、役
員
会
報
告「
湖
風
会
便
り
」を
配
信

し
て
い
ま
す
。

就
職
内
定
企
業
名
の
管
理

　

県
立
大
学
の
卒
業
生
の
就
職
企
業
の
年

度
別
人
数
を
ま
と
め
、そ
の
活
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

連
絡
先（
住
所
）不
明
者
の
減
少

　

現
在
、全
会
員
の
約
17
％
の
不
明
者

４
，５
０
０
余
名
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

12
％
を
目
標
に
対
策
を
検
討
し
、実
施

し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
版「
会
員
名
簿
」

　

５
年
に
１
度
の
会
員
名
簿
の
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

準
備
作
業
に
際
し
て
は
、会
員
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
昭
40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）

就
職
支
援
委
員
会

　

平
成
30
年
度
学
部
卒
業
生
の
内
定
率
は

98
・
9
％
と
な
り
昨
年
度
と
比
べ
て
0
・
2

ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま
す
。ま
た
、厚
労

省
・
文
科
省
が
公
表
し
て
い
る
全
国
の
大

学
の
内
定
率
が
97
・
6
％
な
の
で
、そ
れ
よ

り
高
い
内
定
率
で
す
。（
表
３
）

　

大
学
で
は
、学
生
支
援
室
で
の
個
別
相

談
、就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ（
就
業
体
験
）、公
務
員
試
験
対
策
講
座

の
実
施
の
他
、業
界
・
企
業
の
研
究
会
、病

院
合
同
説
明
会
の
開
催
な
ど
、学
生
の
よ

り
良
い
就
職
に
向
け
て
、様
々
な
取
組
を

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、就
職
支
援
委
員
会

で
は
、大
学
や
学
部
支
部
と
連
携
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

表３　平成30年度卒業・修了者の就職状況
（令和元年６月１日現在）

学部・研究科 希望者 内定者 内定率（％）
環境科学部 137 135 98.5

工学部 68 68 100
人間文化学部 175 173 98.9
人間看護学部 71 70 98.6
合　　　　計 451 446 98.9

環境科学研究科博士前期課程 29 26 89.7
工学部研究科博士前期課程 59 59 100

人間文化学研究科博士前期課程 2 2 100
人間看護学研究科人間看護学専攻 1 1 100

合　　　　計 91 88 96.7
総　　　　計 542 534 98.5
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同窓会員の住所分布状況（令和元年9月末現在）� （単位：人）

学部支部 環境科学部 工 学 部 人間文化学部 人間看護学部 合　計
北　 海　 道 30 4 16 3 53
東 　 北 26 9 34 4 73
関 　 東 223 143 434 42 842
信 越・ 北 陸 306 147 492 95 1,040
東 　 海 917 719 1,185 214 3,035
滋 　 賀 3,292 2,341 4,476 995 11,104
近畿 ( 除滋賀 ) 2,184 1,486 1,936 428 6,034
中 　 国 177 60 187 40 464
四 　 国 92 17 127 17 253
九 州・ 沖 縄 156 36 100 20 312
海 外 18 12 23 3 56
住 所 不 明 者 1,363 982 1,161 409 3,915

計 8,784 5,956 10,171 2,270 27,181
物 故 者 476 466 344 14 1,300

短期大学 県立大学 計
会 員 数 16,130 11,051 27,181
没 故 者 数 1,291 9 1,300

〈
就
職
支
援
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
〉

　

こ
の
紙
面
を
借
り
て
皆
様
に
お
願
い
で

す
。平
成
30
年
度
卒
業
生
の
県
内
就
職
率

は
27
・
6
％
と
低
く
、大
学
側
の
目
標
は
38

％
と
聞
い
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
勤
務
先

な
ど
で
、求
人
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
で
し
た
ら
、滋
賀
県
立
大
学
事
務
局　

学
生
・
就
職
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
平
６　

農
業
部
卒　

伊
垣
剛
）

広
報
委
員
会

　

広
報
委
員
会
は
２
年
に
１
度
の「
湖
風

会
報
」の
発
行
と
都
度
更
新
の「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）」を
使
っ
て
、湖
風
会
員
の
皆

さ
ん
に「
湖
風
会
や
会
員
、更
に
は
県
立
大

学
」に
関
わ
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。今
会
報
は
第
七
号
に
成
り
ま
す
が
、第

一
号
か
ら
号
を
重
ね
る
度
に
大
学
卒
業

新
会
員
が
増
え
、住
所
不
明
者
が
少
し
ず

つ
減
少
し
、結
果
、１
万
５
千
通
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
が
、２
万
３
千
通
に
ま
で
成
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
大
き
く

成
っ
た「
湖
風
会
」組
織
の
情
報
発
信
を
司

る
当
委
員
会
と
し
て
、重
責
感
を
持
っ
て

任
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
報
は
２
年
に
１
度
、限
ら
れ
た
紙
面
で

は
あ
り
ま
す
が
全
会
員
に
届
く
利
点
。Ｈ

Ｐ
は
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
を
し
て
い
る
人
だ
け
で
す
が
、何
時
で

も
広
く
細
部
ま
で
見
ら
れ
る
利
点
。こ
の
２

つ
の
手
段
を
活
用
し
て
、「
湖
風
会
」へ
の
関

心
を
高
め
、輪
を
広
げ
、充
実
し
た
組
織
作

り
に
貢
献
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
昭
41　

工
業
部
卒　

大
森
晢
夫
）

湖
風
会
館
管
理
委
員
会

　

平
素
は
湖
風
会
館
を
ご
利
用
頂
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
会
員
の
皆
様
に
よ
り
多
く
ご
利

用
頂
く
と
共
に
同
窓
会
の
歴
史
資
料
等
を

展
示
閲
覧
出
来
る
様
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
等
々
が

有
り
ま
し
た
ら
事
務
局
迄
お
寄
せ
下
さ
い
。

検
討
の
上
、順
次
実
行
出
来
る
事
か
ら
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

湖
風
会
館
が
完
成
し
て
６
年
あ
ま
り
に

な
り
ま
す
が
こ
の
間
、役
員
会
を
は
じ
め
湖

風
祭
な
ど
会
員
の
皆
様
や
大
学
関
係
者
に

よ
る
会
館
利
用
状
況
は
左
記
の
通
り
で
す
。

湖
風
会
館
の
利
用
状
況

　

平
成
29
年
度	

98
回

　

平
成
30
年
度	

91
回

　

会
館
の
ご
利
用
申
込
の
様
式
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

（
昭
42　

工
業
部
卒　

日
置
靖
男
）

 

支
部
同
窓
会

滋
賀
支
部

通
常
総
会
　
開
催

　

平
成
30
年
６
月
16
日（
土
）湖
風
会
館
で

70
余
名
の
出
席
に
よ
り
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、特
別
講
演
と
し
て
当

大
学
の
葊
川
学
長
に「
滋
賀
県
立
大
学
の

過
去
・
現
在
・
未
来
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

北海道

青森

秋田 岩手

山形 宮城

福島

群馬 栃木

埼玉 茨城

千葉
東京

神奈川

新潟富山石川

福井
岐阜 長野

愛知 山梨

静岡

滋賀

三重

京都兵庫

奈良大阪

和歌山

鳥取島根

岡山広島
山口

香川

徳島

愛媛

高知

大分

宮崎

福岡佐賀

熊本長崎

鹿児島

沖縄

北海道 　53

海　外 　56

東　北
青　森  5
岩　手  5
宮　城  24
秋　田 9
山　形  15
福　島  15

関　東
茨　城  35
栃　木  25
群　馬  25
埼　玉 126
千　葉  141
東　京 256
神奈川  213
山　梨  21

九　州
福　岡  91
佐　賀   25
長　崎  29
熊　本  30
大　分   35
宮　崎  46
鹿児島 39

信越・北陸
長　野  106
新　潟  48
富　山   198
石　川  183
福　井   505

東　海
岐　阜   1,122
静　岡   326
愛　知  1,213
三　重   374

滋賀 11,104

沖　縄 　17

近　畿
京　都   2,603
大　阪 1,924
兵　庫 1,047
奈　良  324
和歌山  136

中　国
鳥　取  65
島　根  84
岡　山   144
広　島   129
山　口  42

四　国
徳　島  48
香　川  64
愛　媛  105
高　知  36
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そ
の
後
、総
会
で
は
各
議
案
も
拍
手
で

承
認
さ
れ
、懇
親
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

夫
々
滞
り
な
く
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
の
更
新
促
進

　

支
部
評
議
員
は
学
科
ク
ラ
ス
毎
に
約

５
０
０
名
の
方
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

諸
事
情
に
よ
り
ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
方
、

同
窓
会
活
動
に
興
味
の
な
い
方
に
、無
理

に
お
願
い
し
て
も
ご
迷
惑
に
な
り
ま
す
の

で
、新
た
に
、関
心
の
あ
る
方
を
探
し
て
お

り
ま
す
。自
薦
、他
薦
を
問
わ
ず
、ご
協
力

頂
け
る
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

会
員
相
互
の
親
睦
促
進

　
「
記
念
ク
ラ
ス
会
の
す
す
め
」

　

卒
業
10
周
年
・
20
周
年
・
30
周
年
・
還
暦
・

古
希
に
当
た
る
ク
ラ
ス
の
評
議
員
に
ク
ラ

ス
会
の
開
催
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。お

陰
様
で
開
催
数
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

（
昭
40　

工
業
部
卒　

松
下
恭
明
）

東
海
支
部

支
部
総
会
の
開
催

　

令
和
元
年
の
東
海
支
部
総
会
は
５
月
19

日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。総
会
後
の
講

演
会
は
、人
間
文
化
学
部
生
活
栄
養
学
科

の
准
教
授　

奥
村
万
寿
美
先
生
を
お
迎
え

し
て「
生
活
習
慣
病
の
予
防
か
ら
介
護
予

防
へ
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
」と
題
し
、講
演
を

お
聞
き
し
、健
康
人
生
を
過
ご
す
た
め
の

注
意
等
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

又
、講
演
後
に
先
生
を
交
え
て
座
談
会

を
催
し
、健
康
と
か
近
況
と
か
皆
で
話
し

合
い
意
義
あ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

地
域
支
部
の
今
後
の
課
題
と
し
て
県
大

卒
業
生
の
会
員
が
大
幅
に
増
え
る
な
か
幅

広
い
年
齢
層
、い
ろ
ん
な
分
野
に
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
と
交
流
の
出
来
る
事
が

楽
し
み
に
な
り
ま
す
。支
部
総
会
に
合
わ

せ
て
ク
ラ
ス
会
、ゼ
ミ
会
な
ど
開
催
さ
れ

旧
交
を
温
め
て
頂
く
機
会
に
し
て
下
さ
い
。

　

お
手
伝
い
出
来
る
事
が
あ
れ
ば
ご
連
絡

お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
毎
年
5
月
の
後
半
の
土
曜
日
も
し
く

は
日
曜
日
の
午
後
、総
会
、講
演
会
、懇
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
、又
支
部
役
員
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
名
乗
り
上
げ
て

下
さ
い
。（昭

42	

工
業
部
卒　

日
置
靖
男
）

近
畿
支
部

　

滋
賀
県
を
除
く
近
畿
２
府
３
県
に
在
住

又
は
勤
務
の
方
々
で
構
成
さ
れ
、会
員
約 

6
，0
0
0
名
、県
大
出
身
会
員
が
半
数
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
約
４
回
の
役
員
会
、「
忘
年
会
」、「
趣

味
を
中
心
と
し
た
同
好
会
」の
開
催
で
各

学
部
、会
員
間
の
親
睦
を
図
る
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

第
３
回
近
畿
支
部
総
会 

　

平
成
29
年
11
月
19
日
、来
賓
に「
湖
風

会
」矢
吹
会
長
を
お
招
き
し
、大
阪
梅
田
ハ

ー
ビ
ス
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
に
て
、開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
近
畿
支
部
、川
崎
眞
治
初

代
支
部
長
か
ら
、寺
脇
文
子
が
2
代
目
支

部
長
と
し
て
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
回
総
会
は
令
和
2
年
11
月
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
戴
き
、各
学
部
が
一
つ
と
な
り
交

流
と
親
睦
の
場
を
持
ち
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
「
湖
風
会
・
近
畿
支
部
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
昭 

45　

農
業
部
卒 
寺
脇
文
子
）

工
学
部
支
部

　

湖
風
会
工
学
部
支
部
同
窓
会
と
し
て
、

「
工
学
部
学
友
会
」が
発
足
し
て
８
年
、そ

の
前
身
の「
彦
機
会
か
ら
22
年
」が
経
過
し
、

お
蔭
様
で
充
実
し
た
支
部
同
窓
会
活
動
が

継
続
出
来
て
い
ま
す
。

　

湖
風
会
報
第
六
号
以
降
の
主
な
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、２
０
１
８
年
11
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月
17
日
滋
賀
県
立
大
学
の「
湖
風
祭
」に
合

わ
せ
、大
学
構
内
に
お
い
て「
工
学
部
学
友

会
」第
４
回
総
会
を
90
名
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。記
念
講
演
は（
株
）

エ
ン
ジ
ニ
ア
代
表
取
締
役
社
長
の
高
崎
充

弘
氏
に「
モ
ノ
づ
く
り
企
業
に
必
要
な
四

つ
の
秘
訣
」に
つ
い
て
実
体
験
に
基
づ
く

貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

毎
年
大
学
工
学
部
の
支
援
活
動
と
し

て
実
施
し
て
い
る
、２
０
１
９
年
の
企
業

訪
問
は
大
津
市
の（
株
）堀
場
製
作
所
様
の

ご
協
力
の
下
、工
学
部
学
生
51
名
・
先
生
２

名
・
学
友
会
11
名
・
湖
風
会
２
名
が
参
加
し

て
び
わ
こ
工
場
の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

堀
場
製
作
所
入
社
の
県
大（
院
）卒
の
先

輩
３
名
か
ら
、後
輩
の
学
生
諸
君
へ
就
職

活
動
へ
の
心
構
え
や
、在
学
中
の
経
験
談

な
ど
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
会
員
相
互
の
親
睦
活
動
を
担
う
同

好
会
活
動
も
、ゴ
ル
フ
同
好
会（
年
２
回
開

催
）・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
小
旅
行（
長
浜
黒

壁
ス
ク
エ
ア
ー
と
長
浜
城
行
き
）・
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会（
年
１
回
開
催
）・
フ
ォ
ト
同
好

会（
京
都
御
苑
の
仙
洞
御
所
・
京
都
御
所
め

ぐ
り
開
催
）な
ど
活
発
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
内
容
は
工
学
部
学
友
会

H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
是
非
ご

覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

（
昭
36　

工
業
部
卒　

国
領
朝
輝
）

環
境
科
学
部
支
部

　

大
学
の
発
展
の
一
端
に
寄
与
す
る
こ
と

と
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
、湖

風
会
環
境
科
学
部
支
部
が
平
成
27
年
6
月

に
発
足
し
て
早
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。こ

の
間
、支
部
の
愛
称
を「
環
友
会
」《「
環
境
」

（
環
境
科
学
、農
業
、建
築
の
共
通
基
盤
で

あ
る“
環
境
”）と
い
う「
環
」（
わ
）の
も
と

に
集
う
》と
し
、短
大
農
業
部
、短
大
建
築

学
科
、県
立
大
学
環
境
科
学
部
の
卒
業
生

が
毎
年
開
催
す
る
総
会
や
交
流
会
を
通
じ
、

年
代
を
越
え
た
交
流
を
年
々
深
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

第
５
回
支
部
総
会
を
開
催

　

今
年
は
、第
５
回
総
会
を
６
月
15
日

（
土
）に
湖
風
会
館
に
お
い
て
井
手
環
境
科

学
部
学
部
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
て
会
員

42
名
出
席
の
も
と
開
催
し
、平
成
30
年
度

事
業
・
収
支
決
算
報
告
、令
和
元
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
を
承
認
い
た
だ
い
た
ほ

か
、任
期
満
了
に
伴
う
新
た
な
役
員
体
制

（
令
和
元
年
度
～
2
年
度
）が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
湖
風
会
定
期
総
会（
本

部
）お
よ
び
特
別
講
演
が
開
催
さ
れ
た
後
、

人
間
看
護
学
部
カ
フ
ェ
テ
リ
ア「
ナ
シ
ェ

リ
ア
」に
て
60
名
余
り
の
参
加
の
も
と
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

現
役
学
生
向
け
就
活
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定

　

今
年
度
は
支
部
設
立
５
年
目
を
迎
え
、

現
役
学
生
が
様
々
な
職
場
で
中
堅
と
し
て

働
く
先
輩
か
ら
仕
事
や
生
活
な
ど
の
話
を

聞
く
こ
と
に
よ
り
、仕
事
や
就
職
先
を
選

ぶ
上
で
の
視
野
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、現
役
学
生
向
け「
充
実
し
た
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
の
た
め
の
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」を
県

立
大
学
湖
風
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
て
11
月

9
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

支
部
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

環
境
科
学
部
支
部
で
は
、平
成
28
年
10

月
に
湖
風
会
Ｈ
Ｐ
の
ブ
ラ
ン
チ
か
ら
独
立

し
た
新
た
な
環
境
科
学
部
支
部
Ｈ
Ｐ
を
開

設
し
、支
部
設
立
の
経
緯
や
総
会
資
料
、役

員
名
簿
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。今

後
は
支
部
活
動
の
様
子
な
ど
随
時
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
昭
49　

農
業
部
卒　

田
中
靖
志
）

人
間
文
化
学
部
支
部

　

約
9
，0
0
0
人
が
所
属
す
る
人
間
文

化
学
部
支
部
は
、約
80
人
の
評
議
員
の
方

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。評
議
員
の

う
ち
20
人
が
理
事
と
し
て
定
期
的
に
理
事

会
を
開
催
し
、活
発
な
意
見
交
換
を
続
け

な
が
ら
支
部
活
動
の
具
体
的
な
検
討
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

湖
風
祭
へ
の
参
加

　

2
0
1
8
年
11
月
に
は
県
立
大
学
で

開
催
さ
れ
て
い
る
湖
風
祭
に
、支
部
活
動

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。同
窓
生
の
み
な

さ
ん
が
学
生
時
代
に
学
ば
れ
た
こ
と
、卒

業
後
に
身
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
生
か
し

て
、子
ど
も
・
親
子
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。同
窓
会
の
存
在

堀場製作所見学時の集合写真



湖 風 会 報（7） 2019年（令和元年）12月１日発行

を
地
域
の
方
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

同
窓
生
と
現
役
学
生
が
交
流
す
る
こ
と
を

目
的
に
、紙
芝
居
・
折
り
紙
・
抹
茶
体
験
な

ど
を
お
こ
な
い
、2
日
間
で
1
0
0
人
以

上
の
来
場
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。

支
部
総
会

　

2
0
1
9
年
7
月
に
は
第
3
回
と
な
る

総
会
を
開
催
し
、新
し
く
3
名
の
方
に
理

事
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。総
会

後
に
は
、同
窓
生
で
あ
り
短
期
大
学
で
教

え
て
お
ら
れ
た
大
辻
房
枝
先
生
に
、短
大

時
代
の
思
い
出
や
同
窓
会
の
歴
史
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
辻
先
生

に
は
、普
段
か
ら
本
支
部
の
顧
問
と
し
て

理
事
会
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、支
部
へ

の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。講
演

の
後
に
は
短
期
大
学
の
学
歌
を
歌
い
、同

窓
生
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
支
部
活
動
が
継
続
で
き
て

い
る
の
は
、評
議
員
・
理
事
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
る
も
の
で
す
。会
員
の
皆
様
か
ら

も
ぜ
ひ
同
窓
会
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
平
14　

人
間
文
化
学
部
卒　

戸
田
雄
一
）

人
間
看
護
学
部
支
部

「
湖
畔
の
会
」

　
「
湖
畔
の
会
」は
、平
成
30
年
3
月
3
日 

（
土
）に
45
人
の
出
席
を
得
て
第
2
回
支
部

総
会
・
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
「
湖
畔
の
会
」の
み
で
の
活
動
は
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
が
、本
部「
湖
風
会
」と
共

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
湖
畔
の
会
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
会
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
が
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
ら
湖
風
会
本
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
は
来
年
7
月
の
総
会
・
同
窓
会
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
つ
い
て
は
、す
べ
て
の
方
に
連

絡
す
る
こ
と
が
か
な
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

多
く
の
会
員
さ
ん
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。こ
の
会
報
を
見
て
の

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

４
月
末
ま
で
に「
湖
風
会
」本
部
へ
、氏
名
・

住
所
・
連
絡
先（
必
ず
連
絡
が
取
れ
る
携
帯

番
号
等
）を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

　

今
後
と
も「
湖
畔
の
会
」活
動
へ
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
湖
畔
の
会
」総
会
の
ご
案
内

一
．日　

時　
令
和
2
年
7
月
4
日（
土
）

　
　
　
　
　

 

10
時
～

二
．場　

所　

滋
賀
県
立
大
学
同
窓
会

　
　
　
　

 　
「
湖
風
会
館
」

三
．懇
親
会　

看
護
学
部
内

　
　
　
　

 　
「
ナ
シ
ェ
リ
ア
」に
て

　
　
　
　

会
費　

5
，0
0
0
円
程
度

（
昭
48　

看
護
部
卒　

中
川
富
美
江
）

 

ク
ラ
ス
会

Ｓ
26
繊
維
工
業
科
卒
　
ク
ラ
ス
会

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
8
年（
平
成
30
年
）

	
 

４
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）

◆ 

会
場	

�

近
江
八
幡
の
ホ
テ
ル

◆ 

参
加
者	

�

８
名

◆ 

内
容	

�

懇
親
会

米
寿（
88
歳
）を
迎
え
た
同
窓
会

　

昭
和
26
年
に
卒
業
し
た
彦
根
工
専（
第

３
回
卒
業
生
）の
繊
維
工
業
科
同
窓
会
を

近
江
八
幡
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、八
幡
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
登
山

で
山
頂
の
展
望
台
ま
で
全
員
到
着
し
、琵

琶
湖
、西
の
湖
、城
下
町
を
見
渡
し
ま
し
た
。

千
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
日
牟
禮
八
幡
宮

を
参
拝
し
、八
幡
堀
を
見
学
、お
抹
茶
と
お
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菓
子
を
頂
き
ま
し
た
。

　

数
多
き
思
い
出
を
語
り
合
う
楽
し
い
２

日
で
し
た
。

Ｈ
８
家
政
食
物
学
科
卒
　
ク
ラ
ス
会

◆ 

開
催
月
日	�
2
0
1
9
年（
令
和
元
年
）

	
 

６
月
22
日（
土
）

◆ 

会
場	

�

京
都　

膳
處
漢
ぽ
っ
ち
り

◆ 

参
加
者	

�

10
名	

�
恩
師　

１
名

◆ 

内
容	

�

懇
親
会

　
「
コ
ス
モ
ス
会
」と
名
前
を
付
け
て
毎
年

11
月
定
例
開
催
し
て
い
た
ク
ラ
ス
会
で
す

が
、イ
ベ
ン
ト
の
多
い
11
月
は
出
席
が
難

し
い
と
の
声
も
あ
り
、今
年
は
時
期
を
変

え
６
月
に
開
催
し
て
み
ま
し
た
。そ
の
お

か
げ
も
あ
っ
て
か
十
数
年
ぶ
り
と
い
う
参

加
者
も
あ
り
、懐
か
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し

て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
恩
師
大
辻
先
生
に
は
お
元
気
で

お
い
で
い
た
だ
き
、変
わ
ら
ず
多
彩
な
活

動
の
お
話
し
を
伺
っ
た
り
、思
い
出
話
や

近
況
報
告
で
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
宅
し
ま

し
た
。

Ｓ
39
家
政
被
服
科
卒
　
ク
ラ
ス
会

◆ 

開
催
月
日	

2
0
1
8
年（
平
成
30
年
）

	

５
月
27
日（
日
）

◆ 

会
場	

R
i
s
e 

V
i
l
l
e 

都
賀
山

◆ 

参
加
者	

14
名

◆ 

内
容	

懇
親
会

　

こ
の「
39
華
の
会
」は
、基
本
的
に
母
の

日
に
ち
な
ん
で
５
月
の
最
終
日
曜
日
に
、

２
年
に
１
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。今
回

は
第
17
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
参
加
者
14
名
。そ
の
う
ち
２

名
が
誕
生
日
で
、い
よ
い
よ
後
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
と
な
り
ま
す
。こ
の
記
念
す

べ
き
日
を
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
を
歌
っ

て
、祝
福
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
な
か
に
は
、卓
球
、ゴ
ル
フ
、

登
山
、真
向
法
、太
極
拳
な
ど
有
酸
素
運
動

を
長
き
に
わ
た
っ
て
続
け
て
お
ら
れ
る
人

も
多
く
、皆
さ
ん
脚
力
は
衰
え
て
い
な
い

よ
う
で
す
。

　

皆
で
歌
を
う
た
っ
た
り
し
て
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
が
、圧
巻
は
、栗
東
迷
術
会

（
マ
ジ
ッ
ク
の
会
）で
活
動
し
て
い
る
幹
事

の
一
人
の
マ
ジ
ッ
ク
の
披
露
で
し
た
。紙

切
れ
が
、千
円
札
に
変
身
す
る
も
の
も
あ

り
、次
回
は
千
円
札
を
一
万
円
札
に
変
身

す
る
マ
ジ
ッ
ク
を
練
習
し
て
お
い
て
ね
と

お
願
い
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
以
来
必
ず
、毎
回
、手
作
り
の

洋
服
で
参
加
し
て
く
だ
さ
る
被
服
科
卒
の

鑑
の
よ
う
な
人
も
い
ま
す
。

　

３
時
間
ほ
ど
の
集
い
で
し
た
が
、と
て

も
楽
し
い
出
会
い
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

次
回
は
、２
年
後
に
京
都（
京
都
大
阪
方

面
在
住
者
が
幹
事
）で
出
会
い
ま
し
ょ
う

と
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

Ｓ
55
看
護
学
科
卒
　
ク
ラ
ス
会

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
9
年（
令
和
元
年
） 

	
６
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

◆ 

会
場	

�
大
津
市　

湯
の
宿「
木
も
れ
び
」

◆ 

参
加
者	

�

12
名

◆ 

内
容	

�

懇
親
会

　

歳
月
の
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
、昭

和
55
年
卒
業
後
、も
う
39
年
が
経
ち
ま
し

た
。ク
ラ
ス
会
は
１
回
を
除
き
毎
年
行
っ

て
来
ま
し
た
の
で
今
回
で
38
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
忙
し
い
時
期
は
日
帰
り
の

企
画
で
し
た
が
、８
年
前
か
ら
は
大
津
市

の
湯
の
宿「
木
も
れ
び
」で
宿
泊
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
近
江
牛
の
す
き
焼
き
と
ス
テ
ー

キ
を
堪
能
し
、隣
接
の「
湯
元
館
」で
温
泉

を
楽
し
み
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

決
ま
っ
て
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
は
や
や

固
定
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、時
折
久
し
ぶ

り
な
友
も
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。皆
、会
え

ば
学
生
時
代
に
戻
り
、色
々
な
話
題
で
盛

り
上
が
り
、年
齢
も
忘
れ
て
夜
遅
く
ま
で



湖 風 会 報（9） 2019年（令和元年）12月１日発行

飽
き
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
は
同
期
生
の
殆
ど
が
定
年
退
職
を

迎
え
ま
す
の
で
、参
加
メ
ン
バ
ー
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、「
第
２
の
人
生
に

向
け
た
新
た
な
報
告
が
で
き
る
ね
。」と
話

し
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
同
期
生
に
恵
ま
れ
、開
催

日
と
開
催
場
所
を
固
定
し
て
来
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
2
0
2
0
年
６
月
27
～
28
日
開

催
予
定
で
す
。

Ｈ
６
農
業
部
農
学
科
卒
　
ク
ラ
ス
会

◆ 

開
催
月
日	�

2
0
1
9
年（
令
和
元
年
） 

６
月
15
日（
土
）

◆ 

会
場	

�

彦
根　

ご
き
げ
ん
え
び
す

◆ 

参
加
者	

�

８
名	

�

恩
師　

３
名

◆ 

内
容	

�

懇
親
会

　

昨
年
の
ク
ラ
ス
会
で
案
内
し
た
と
お
り

に
６
月
15
日
の
県
大
の
夏
祭
に
あ
わ
せ
て

開
催
し
ま
す
と
の
案
内
し
た
と
こ
ろ
、兵

庫
、滋
賀
か
ら
８
名
の
仲
間
が
集
ま
り
ま

し
た
。当
日
、参
加
で
き
な
か
っ
た
仲
間
や

先
生
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
連
絡
が
届
き
、

近
況
や
元
気
な
様
子
で
写
っ
た
写
真
が
返

っ
て
き
ま
し
た（
ア
ル
バ
ム
に
し
て
い
ま

す
の
で
、気
に
な
る
人
は
ク
ラ
ス
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。３
回
分
あ
り
ま
す
。）。

ま
た
、ク
ラ
ス
会
を
３
年
連
続
で
行
っ
た

結
果
、い
ま
ま
で
住
所
不
明
で
あ
っ
た
仲

間
の
住
所
も
徐
々
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、県
大
の
夏
祭
り
も
見
つ
つ
、環

境
科
学
支
部（
環
友
会
）や
湖
風
会
の
総
会

に
出
席
し
、特
別
講
演
も
受
講
、さ
ら
に
、夕

方
に
彦
根
駅
前
で
懇
親
会
を
行
う
と
い
う

豪
華
企
画
で
し
た
。昼
前
か
ら
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、夕
方
の
懇
親
会
を
開
始
す
る
こ
ろ

に
は
、少
々
お
疲
れ
状
態
で
し
た
が
、会
が

始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、疲
れ
が
消
し
飛
ん
だ

か
の
よ
う
に
会
話
に
夢
中
で
し
た
。

　

昼
間
に
県
大
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

息
子
や
娘
の
大
学
受
験
の
話
も
飛
び
交
い
、

一
般
入
試
、推
薦
入
試
の
状
況
や
ど
う
し

た
ら
県
大
に
入
学
で
き
る
の
か
、先
生
か

ら
最
良
の
策
を
聞
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る

輩
も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、さ
す
が
農
学
卒
、学
生
時
代
に
培

っ
た
素
材
の
善
し
悪
し
の
わ
か
る
舌
で
、

メ
イ
ン
料
理
の
鍋
が
と
て
も
ヘ
ル
シ
ー
な

の
で
、ア
ル
バ
イ
ト
店
員
に
鍋
の
出
汁
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、店
員
が「
ホ
ル
モ

ン
鍋
で
す
の
で
ホ
ル
モ
ン
味
で
す
! !
」と

の
回
答
、こ
の
時
は
じ
め
て
ホ
ル
モ
ン
が

入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、み
ん
な

で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

　

素
材
の
味
で
思
い
出
す
の
が
、学
生
実

習
で
作
っ
た
豆
腐
が
と
て
も
お
い
し
く
て
、

も
う
一
度
あ
の
豆
腐
が
食
べ
た
い
な
ど
の

話
も
あ
り
、あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半

で
し
た
。

　

最
後
に
、次
回
ク
ラ
ス
会
を
令
和
２
年

10
月
24
日
に
行
う
こ
と
を
決
め
て
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

県
大
ニ
ュ
ー
ス

〇�

S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す

　

本
学
は
、S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
た
取

組
の
推
進
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、平

成
30
年
6
月
に
学
長
と
学
生
が
共
同
で「
滋

賀
県
立
大
学
S
D
G
s
宣
言
」を
行
い
ま
し

た
。ま
た
、令
和
元
年
６
月
に
は
、教
育
、研
究
、

地
域
貢
献
の
各
分
野
に
わ
た
る
全
学
的
な

取
組
を
推
進
す
る
た
め
の「
滋
賀
県
立
大
学

S
D
G
s
取
組
方
針
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
た
め
数
々
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

①
キ
ャ
ン
パ
ス
S
D
G
s
び
わ
湖
大
会

　

平
成
31
年
3
月
に
は
、「
S
D
G
s 

学
生

大
会『
び
わ
湖
で
考
え
る
S
D
G
s
』」を

3
5
9
名
の
参
加
の
も
と
で
実
施
し
、令
和

元
年
11
月
に
は
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て「
キ

ャ
ン
パ
ス
S
D
G
s
び
わ
湖
大
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

②
近
江
楽
座（
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

本
学
独
自
の
学
生
主
体
の
地
域
貢
献
活

動
で
あ
る「
近
江
楽
座
」に
お
い
て
S
D
G
s

推
進
枠（
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）を
設
け
、関
連

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

③
集
中
講
義「
S
D
G
s
と
滋
賀
の
グ
ロ

ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

ー
近
江
の
暮

ら
し
と
な
り
わ
い
ー
」

　

環
び
わ
湖
大
学
・
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア



・�

滋
賀
県
立
大
学
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
本
学

が
直
接
情
報
交
換
や
連
携
が

出
来
る
よ
う
、生
涯
利
用
可
能

な
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
発
行

し
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。社
会
的
に
信
頼
性
が
あ
る

た
め
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い

機
関
に
も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
登
録
が
可
能
で
す
。

・
同
好
会
に
も
助
成
金
が
出
ま
す

　

会
則
に
合
致
し
た
一
定
規
模

以
上
の
同
好
会
に
も
、ク
ラ
ス
会

同
様
の
助
成
金
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

・
湖
風
会
会
費
納
入
の
お
願
い

　

県
立
大
学
が
開
学
さ
れ
て
25

回
目
の
新
入
学
生
を
迎
え
ま
し

た
が
、湖
風
会
費
未
納
入
の
方
が

約
3
，0
0
0
名
居
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
こ
の
方
々
に
は
、会
費
納

入
依
頼
の
文
章
と
振
込
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、

是
非
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

滋
賀
県
立
大
学
同
窓
会

「
湖
風
会
」

　

本
部
お
よ
び
全
支
部
で

H
P
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
て
下

さ
い
。

　

各
支
部
へ
は
、本
部「
湖

風
会
」か
ら
入
れ
ま
す
。

・
滋
賀
支
部

・
近
畿
支
部

・
東
海
支
部

・
環
境
科
学
部
支
部「環

友
会
」

・
工
学
部
支
部

「
工
学
部
学
友
会
」

・
人
間
文
化
学
部
支
部

・
人
間
看
護
学
部
支
部

　
「
湖
畔
の
会
」

　

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
は
既
に
詳
細
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。是
非
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
に
な
り
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ム
の
単
位
互
換
科
目
と
し
て
県
内
の
大
学

生
が
S
D
G
s
を
学
ぶ
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
S
D
G
s
と
滋
賀
の
グ
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン 

︱
近
江
の
暮
ら
し
と
な
り
わ
い

︱
」を
本
学
の
提
供
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。

④
S
D
G
s
シ
ネ
マ

　

映
画
を
通
じ
て
S
D
G
s
に
係
る
理

解
を
深
め
、参
加
者
同
士
で
交
流
す
る

「
S
D
G
s
シ
ネ
マ
」を
毎
月
１
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

⑤
S
D
G
s
特
化
型
地
域
課
題
研
究

　

S
D
G
s
の
視
点
に
基
づ
く
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
み
地

域
と
連
携
し
た
研
究
成
果
を
発
信
す
る

「
S
D
G
s
特
化
型
地
域
課
題
研
究
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

⑥
S
D
G
s
出
前
講
座
等

　

地
方
自
治
体
、企
業
等
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
の
普
及
、拡
大
を
支
援
す
る
た
め
出
前
講

座
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�SD
G
s

《Sustainable D
evelopm

ent 

Goals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）》は
、平

成
27
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
国
際
目
標
で
、滋
賀
県
に
お
い
て

も
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇�

滋
賀
県
立
大
学
公
式
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ「
カ
モ
ベ
イ
ベ
ー
」を
公
開
し
ま
し
た

　

滋
賀
県
立
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
台

に
、卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
、大
学
の
魅
力

を
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
制

作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

出
演
は
在
学
生
。楽
曲
は
今
勢
い
に
の
る

滋
賀
県
出
身
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド「
シ
ナ
リ
オ

ア
ー
ト
」に
よ
る
書
き
下
ろ
し
。メ
ン
バ
ー

の
ヤ
マ
シ
タ
タ
カ
ヒ
サ
さ
ん
は
本
学
の
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
学
時
代
に
よ
く

見
か
け
た
カ
モ
に
ち
な
ん
だ「
カ
モ
ベ
イ
ベ

ー
」を
制
作
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
で
は「
恋
が
は
じ

ま
る
カ
モ
」「
の
ど
か
カ
モ
」「
駅
か
ら
徒
歩
１

時
間
カ
モ
」と
、本
学
な
ら
で
は
の
大
学
生
活

を
カ
モ
に
ち
な
ん
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
個
性
豊
か
な
大
学
が
滋
賀
に
あ

る
の
か
、と
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

合
言
葉
は「
#
県
大
生
の
力
で
滋
賀
県
立

大
学
を
も
っ
と
メ
ジ
ャ
ー
に
」で
す
。卒
業
生

の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
シ
ェ
ア
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

カモベイベー
ミュージックビデオの視聴は
こちら


